
研 究 活 動 報 告ョ

昭和41年 1月 より同12月 までの本学専任教員の研究活動は次の通 りである。

1。 国 文 学 部 門

斎藤清衛 (教授)

0個性と思潮  ―一元義と光平について一一―,「 甲南国文」 (甲南女子大学

国文学会)第13号,41.1.
O文芸に生きる,「試論」 (武蔵野・甲南文学会)第12号 ,41。 2。

0漱石文学の一面 ―
―特に「F]」 について

一 ,「相模女子大学紀要」23,

41。  2。

0狂言の構成,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号,41.3。

0四崎人,「中世文学」 (中 世文学会)

0『中世 日本文学』 (東京,有朋堂 A5版 ,322pp.)41.5。
0『新撰 日本文学精粋』 (東京,武蔵野書院)

前田正民 (教授)

O謡曲「綾鼓」と「恋重荷」について,「甲南国文」 (甲南女子大学国文

学会)第 13号,41.1。
0謡 曲「つ」のノム音について,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,

41. 3.

三沢諄治郎 (教授)

0「保」の字音をたずねて,「 甲南国文」 (甲南女子大学国文学会)第13

号,41。 1.

O「馬」の字音について,「甲南女子大学研究紀要」第 2号,41.3。

鎌田良二 (助教授)

0近畿・中国両方言境界地帯における否定・不可能表現,「 甲南国文」

(甲南女子大学国文学会)第 13号 ,41。 1.

0「美しいです」と「美しいんです」 ―一「ゆれている文法」から一一,

「試論」 (武蔵野 0甲南文学会)第 12号,41.2。
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0東北方言における格助詞「 サ」について,「 甲南女子大学研究紀要」第

2号,41.3。

森 一郎 (助教授 )

O甲南女子大学蔵住吉物語翻刻,「甲南国文」 (甲 南女子大学国文学会 )

第13号,41.1.(共 著)

O女房文学 としての源氏物語,「試論」 (武蔵野・甲南文学会)第 12号 ,

41。  2。

0源氏物語の人物造型,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,41。 3。

0源氏物語論のゆ くえ,武蔵野・ 甲南文学会 (芦屋)に て発表,41.4。

0桐壺巻の高麗の相人の予言について 一一予言の実現と構想・光源氏論の一

節一 ,「平安文学研究」 (平安文「I研究会)第 36輯 ,41。 6.

0源氏物語巻別の研究 ―一絵合巻,松風巻―一,「国文学」(学燈社),

第11巻  第 6号 ,41。 6。

0書評 :清水好子著『源氏物語論』 (塙書房),「 国文学孜」 (広 島大学

国語国文学会)第40号 ,41。 6.

O源氏物語の構成,武蔵野・甲南文学会 (芦屋会館)にて発表,41。 11。

金川寿治 (講師)

0高野切第一種第二種第二種の比較,「 甲南国文」 (甲南女子大学国文学

会)第 13号 ,41。 1.

篠原百合子 (助手)

0甲南女子大学蔵住吉物語翻刻,「甲南国文」 (甲 南女子大学国文学会)

第13号,41.1.(共著)

。宇治の大君,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号,41.3。

2。 英 文 学 部 門

鳴沢寡′意 (教授)

o Two Early Plays of Sean O'Casey,「 甲南女子大学研究紀要」第 2

f計 , 41。  3。
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上田眺甫 (教授 )

o Words Work Wonders,“ Eo Do U."(大阪外国語大学英語部会)No.
3, 1966, 41。  3。

O Waters as ]Described in Thomas Hardy's Novels一一一For Appreciation

― ,「甲南女子大学英文学研究」第 3号 ,41。 12。

加藤 豊 (教授 )

o On Henry James,「 甲南女子大学英文学研究」第 3号,41.12.

和知誠之助 (教授 )

0周 囲の低俗 との宿命的連帯感の悲劇 ―一ひとつの 7物θ νtt θηノカι FJθss

論‐
― ,「甲南女子大学研究紀要」第 2号,41.3.

O『ジ ョージ・エ リオ ットの小説』 (東京,南雲堂,A5版 , 273 pp。 )

41。  12.

重松卓未 (助教授 )

o Edgar Anan Poe 
一

一sOme Critical Notes on His Life― ‐
, 「 甲 南 女 1・

大学研究紀要」第 2号 ,41。 3。

0書評::Richard J.JaCobSOn, ″励 ″力θγπ's Cθπθ″″グθπ のだ′λθ Cγθαガυθ

Pγθεθss,「 甲南女子大学英文学研究」第 3号,41.12。

添田 透 (講 師)

o:彫θ P″θルル |こ おける太陽 と月,「甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,

41。  3。

o Wordsworthの 花, 日本英文学会第19回 中・四国支部大会 (広 島大学)

にて発表 ,41。 10。

o2♭θ Pγθルル (1805)|こ おける Spiritの 意味するもの,「甲南女子大

学英文学研究」第 3号 ,41。 12。

大榎茂行 (講 師)

O英語聴解力の問題点 とその指導 一一大学における Lo L.の 場合――,「 甲

南女子大学研究紀要」第 2号,41.3。

O Hardy小説の女性 一
Eustaciaを めぐって一― ,「 甲南女子大学英文学

研究」第 3号 ,41。 12。
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宮田満雄 (講師)

o物 D%多″θ%sS%“物じ″ における晩年の Hemingway,「 甲南女子大

学英文学研究」第 3号,41.12。

中野喜美子 (助手)

0助の C勿′′θ〃り's Lθυθ″ |こ おける COnnie,「 甲南女子大学英文学研

究」第 3号,41。 12.

3。 一 般 教 育 部 門

大伴 茂 (教授 )

0『天皇 と山伏』 (名 古屋,黎明書房,A5版 ,442 pp.+図 版 9)

0読書における眼球運動の撮影的研究,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,

41.3.(共著 )

上野益三 (教授 )

Oノ ールデンシェル ドが 日本で蒐集 した本草図書の考察,「甲南女子大学

研究紀要」第 2号,41.3。

0動物性原料学の構俎t,「 甲南家政」 (甲南女子短 j明 大学家政科)第 1号 ,

41. 3。

o Freshwater zooplankton of Southeast Asia,「 東南アジア研究劃 (京

都大学), 3巻 5号 ,41。 3.

oC)ladocera and Copepoda fron■  Nepal, ``Japanese Journa1 0f

Zoology",Volo XV,No.2。 ,41.3。

o Crustacea  (CladOCera,(じ opepoda and AInphipoda)COHected by

the Kyoto University PaΠ lir‐Hindukush Expedition 1960, “Results

of the Kyto University Scientiflc Expedition to the Karakoram

and Hindukush 1955'', V01。  VIII, 41. 3.

oR/1ayflies  (]Ephemeroptera)  coHected by the Kyoto University

Palmir_Hindukusll Expedition 1960,“ Ibid",Vol.VⅡI,41.3。

0信州湖沼学五十年,「信濃教育」 (信 濃教育会)953号 ,41。 4

0知床半島湖沼の動物性 プランク トン,「陸水学雑誌」,27巻 2号,41.6。

o Tamiji Kawamura(1883--1964), ``HydrObiologia, Acta HydrObiO_
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logica, Hydrographica et Protistologica",Volo XXVII,Fasc。  3-4,

41。  6。

。箕面の奥山,「みのおの自然」 (日 本 自然保護協会関西支部,資料 No.

3) , 41。  9。

o Results of the Spele01ogical Survey in South Korea 1966。  II.

Ganllnarid AInphipOda found in subterranean waters of South

Korea, “Bulletin of the National Science Museulrl'' Vol. 9, No。  4,

41. 12。

蔭山庄司 (教授 )

0読書における眼球運動の撮影的研究,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,

41。 3.(共著 )

0劣等感の研究 (J,(学 業成績 との関係について),「 尼崎市立教育研

究所研究紀要」第16号 ,41。 3.

0劣等感の研究 レ),(劣等感は誰によって作 られるか),「尼崎市立教

育研究所研究紀要」第21号 ,41。 4。

0劣等感の研究 6),(事例的研究),「尼崎市立教育研究所研究紀要」

身訂22f計 , 41. 4.

0劣等感の研究(5),(勤労青少年について),「尼崎市立教育研究所研究

紀要」第30号 ,41。 10.

中埜 肇 (教授)

o Philosophy and Reality,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号,41.3。

0哲学的人間学試論,「立命館文学」 (立命館大学人文学会)第 255号 ,

41. 9

水谷英三 (助教授)

0『体育におけるYMCAの 使命』 (日 本同盟YMCA編 集部),41。 11。

0少年体育教室報告書1966年 4月 ～ 7月 (第 2報),「兵庫県体育研究会

誌」41。  9。

o“PHYSICAL FITNESS TEST"(神戸 YMCA体 育事業委員会)41。

11。
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久保田 勉 (助教授)

0翻訳 :『要説西洋倫理学史』 (東京,関書院新社,A5版 ,294 pp.)

〔原書1;R.A.Po Rogers:A Short History of Ethics,1911〕

4。 家 政 学 部 門

平松真兵衛 (教授)

0労働者の健康管理と特殊災害の矯正,「甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,

41。  3。

0高血圧について,「 甲南家政」(甲 南女子短期大学家政科)第 1号 ,41。 3。

豊島治男 (教授)

○柑橘果皮の利用に関する研究,「 甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,41。 3.

○食品・栄養摂取状況に関する研究 (第 3報),一―外食について一一 ,

「甲南家政」 (甲南女子短期大学家政科)第 1号 ,41。 3。 (共著)

○味噌醸造における有機酸の研究,「甲南家政」第 1号 ,41.3.
○食物と家庭生活,「家庭科教育」 (家政研究社)40巻 8号 ,41.7.
Oた べもの,「教育月報」 (新教育懇話会)41年 12月 号,41。 12.

奥田和子 (講 師)

O調理学と隣接諸科学,「甲南女子大学研究紀要」第 2号 ,41。 3。

○食品・栄養摂取状況に関する研究,「甲南家政」 (甲 南女子短りり]大学家

政科)第 1号 ,41.3。




